
 
 
 
 
  

夏⾏事の計画
月 日 例会など 担当 概要・参考

5 10 夏行事計画会 幹事会

日

6 7 軽登山 斉藤　鵜野(富）　

日 松田

7 12 焼肉交流会 奈良（和）升田２人 道代表者会議

日 伊藤悳夫　野尻 5日

8 9 大通りビアガーデン 浅井　田宮（雅）

日

9 6 初秋の散策 戸坂　小島　 夏季クラブ交流会

日 伊藤（志）栗原 初旬に予定

10 4 晩秋の散策 奈良（孝）壹岐　 道スポーツ連盟

日 鵜野（正）　田宮（宗） ラン&ウオーク（未定）

11 15 総会 幹事会 道スキー協

日 シンポジウム（未定）

※詳細は、１０日ほど前に案内、連絡し出欠をとり、車組などの計画に万全を期す

⽺ヶ丘スラローム 
 ニュース 2026 年６⽉１⽇発⾏ 

6 月例会は 7 日（日）軽登山です 
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私は⿊川詩乃、１歳です 

 私の趣味コーナー 

  

 

 

 
 

      趣味だったランニングとキューバのおまわりさん 伊藤 悳夫 
 50 歳を過ぎた頃から、スキーのための体⼒を維持したいと思い、ランニングを始めた。仕事が終わったあと
や休⽇に⾛っているうちにすっかりハマってしまい、各地の⼤会などにも参加、フルマラソンを年 3 回も⾛っ
たこともある。 
 旅⾏に⾏くときもランニングシューズを携⾏した。思い出ばなしを⼀つ、1993 年キューバに⾏ったときのこ
と。早朝、ハバナの街を市⺠の物珍しげな視線を浴びながら気持ちよく 5 ㎞ほどランニング、そろそろホテルに
戻ろうとしたが道がわからなくなってしまった。そのうち朝の“催しもの”が我慢できなくなってきた。やむを得
ず通りかかったおまわりさんにホテルの名を叫んだところ、「そこを右に曲がって」と教えてくれた。お礼をい
いトコトコ腹を押さえながら⾛っていると、後ろから先ほどのおまわりさんが⾃転⾞でやってきて「乗れ」とい
う仕草を⽰す。後ろに乗って約 10 分、ホテルに届けてくれて事なきを得た。分かれるときにポケットから油で
揚げたお菓⼦をくれた。この親切はお国柄か、感激した。 
 加齢とともにだんだん⾛れなくなり、今は散歩するのがやっとだが、この歳になってスキーができるのはラン
ニングの効⽤だと思っている。 


